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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· エレベーター１４：００～定期点検のため1時間位止まります。

· 浅野　秀子様～カマ（1,5）　３×１　６日分　

　　　　　　　　　便秘の為、本日昼～処方となっています。

· 本日１７：３０～ＳＳＴの勉強会があります。

· 本日１７：３０～院内研修があります。最終日ですので参加していない方は参加して下さい。

疾病教室導入患者様

· 村上　元道様、横山　耕生様、平　京子様、小坂　君子様

金沢　洋子様

＜ＳＳＴミーティング＞

　Ａグループ

　　　外出泊をする際の家族への電話のかけ方について行っている。手順についての意見はでるが特定の方からの発言しか聞かれていない。発言のない方に意見を求めるが「それでいい」とのみ話されている。ロールプレイは皆やろうとせず、出来なかった。

　　Ｂグループ

　　　　外出泊をする際の家族への電話のかけ方について行っている。積極的な発言聞かれている。発言の少ない患者様に関してはスタッフ介入にて発言促す事出来ている。全体的に表情穏やかに雰囲気も良く行う事出来た。

　　Ｃグループ

　　　　外出泊をする際の家族への電話のかけ方について行っている。スタッフの介入にて発言聞かれている。雰囲気もスムーズに進行する事が出来た。

　　Ｄグループ

　　　　外出泊をする際の家族への電話のかけ方について行っている。「お盆外泊の為、帰りたいのですが」との内容で殆んどの方が話されている。家族に電話をした事がないとためらう方がいたが、スタッフへかけるという設定で進めるとロールプレイ出来ていた。

総括　　外出泊に関する電話のかけ方という設定は良かったと思うが、Ｃ、Ｄグループの方には難しかった様に思われる。レベルに合わせて同じ設定でも何を話すか等詳しく設定して行った方が良いのではとの意見が出ている。

＊ＳＳＴを行ううえで困っている事としてやる気がないのが困るとの意見が

でており、本日のＳＳＴ勉強会での題材にあげてもらうことになりました。

＜防災委員会・火災時の行動＞

1、 出火場所の確認（火災受信機）

2、 出火現場の確認（火災受信機表示現場へ）

3、 消防機関への通報（６９９）

4、 初期消火

5、 隔離室の解放

6、 非常口の解錠

7、 内部への情報伝達

8、 区画形成

9、 避難誘導

１０、残留者なしの確認

１１、人員確認

　　　　

　＊カルテ、日誌、カンファ記録も運び出す。


































